
（
タ
テ
の
文
化
と
ヨ
コ

の
文
化
）

東
京
西
多
摩
の
青
梅
今

井
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る

「
に
し
た
ま
文
華
塾
」
で

東
海
新
報
の
「
梅
下
村

塾
」
の
１
２
６
号
と
１
２

７
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
、
大
船
渡
第
一
中
学
校

の
生
徒
の
五
七
五
と
五
七

五
七
七
詠
作
品
が
話
題
に

な
っ
た
。

３
・
11
東
日
本
大
震
災

を
被
っ
た
地
域
の
中
学
生

の
詠
作
品
と
い
う
こ
と
で

の
興
味
も
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
詠
作
品
に

詠
ま
れ
て
い
る
も
の
に
感

動
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ

る
。
青
梅
の
小
学
生
の
詠

作
品
も
話
題
に
あ
が
っ

た
。青

梅
の
小
学
生
の
作
品

は
横
書
き
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と

は
、
五
七
五
、
五
七
五
七

七
は
縦
書
き
の
方
が
伝
わ

り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

小
学
校
で
長
い
教
員
生

活
を
経
験
し
た
方
は
、
小

学
校
で
は
１
学
年
か
ら
３

学
年
に
は
縦
書
き
の
文
章

に
力
を
入
れ
て
教
え
、
４

学
年
か
ら
横
書
き
の
文
章

に
も
力
を
入
れ
て
教
え
る

と
い
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
国
語
は
縦
書
き
で
、

理
科
や
数
学
は
横
書
き
に

な
る
も
の
と
考
え
る
と
分

か
り
や
す
い
。

国
語
は「
情
緒
」を
、理

科
や
数
学
は
「
理
」
を
伝

え
る
こ
と
に
適
し
て
い
る

と
考
え
て
み
る
の
も
面
白

い
。
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
ヨ
コ
ガ
キ
の
数
学
や

物
理
学
は
エ
ジ
プ
ト
、
ギ

リ
シ
ャ
、
イ
ン
ド
な
ど
西

で
発
達
し
、
東
で
は
漢
字

文
化
に
見
ら
れ
る
縦
書
き

の
文
化
が
発
達
し
て
い

る
。
明
治
以
降
日
本
で
は

縦
書
き
文
化
と
横
書
き
文

化
の
双
方
が
入
り
混
じ
っ

た
文
化
で
あ
る
。

日
本
の
俳
句
や
短
歌
は

五
七
五
や
五
七
五
七
七
の

短
韻
文
と
し
て
世
界
に
広

く
縦
書
き
と
横
書
き
の
双

方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
短
韻
文
は
西
欧
の

短
詩
に
は
３
行
詩
と
し
て

横
書
き
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
今
や
、
日
本
の
俳
句

や
短
歌
は
横
書
き
３
行
詩

短
韻
文
と
し
て
世
界
に
広

ま
っ
て
い
る
。

（
一
中
文
化
祭
詠
作
品

へ
の
お
反
し
）

西
多
摩
新
聞
は
「
被
災
地

に
想
い
を
　
１
０
０
０
日

の
集
い
　
福
生
の
清
岩
院

で
開
催
　
５
０
０
０
人
が

来
場
」
の
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。
ス
ジ
ャ
ー
タ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
後
援
す
る

「
東
日
本
大
震
災
追
悼
と

被
災
地
復
興
を
支
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
　
１
０
０
０
日

の
集
い
」
が
11
月
30
日
と

12
月
１
日
、
福
生
市
福
生

の
清
岩
院
（
榎
本
真
也
住

職
）
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
西
多
摩
地
方
で
地
域
文

化
価
値
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
る
「
西
多
摩
文
華

塾
」
の
メ
ン
バ
ー
が
梅
下

村
塾
（
１
２
６
）
と
（
１

２
７
）
に
掲
載
さ
れ
た
一

中
文
化
祭
詠
作
品
に
感
動

し
て
お
返
し
の
作
品
を
送

っ
て
き
ま
し
た
。

（
50
歳
代
男
性
）

東
海
の
　
山
の
中
学
　
文

化
祭
　
歌
声
ひ
び
く
　
空

の
か
な
た
へ

（
70
歳
女
性
）

心
込
め
　
歌
う
姿
が
　
目

に
う
か
ぶ

悲
し
み
を
　
の
り
こ
え
て

う
た
う
　
強
さ
あ
り
”

（
40
歳
代
男
性
）

学
校
、
地
域
な
ど
生
徒

た
ち
の
生
活
環
境
（
自
然

環
境
）
の
背
景
が
う
か
ん

で
く
る
。

野
に
生
き
る
　
自
然
が
育

む
生
徒
た
ち
　
四
季
と
一

緒
に
　
心
も
育
つ

（
40
歳
代
女
性
）

３
・
11
被
害
日
本
大
震

災
の
経
験
を
通
し
て
精
神

的
に
も
と
て
も
成
長
し
た

中
学
生
の
姿
を
見
た
気
が

す
る
。
自
ら
の
背
筋
を
伸

ば
さ
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ

れ
る
。

（
中
学
２
年
女
子
）

中
学
生
の
私
か
ら
す
る

と
五
七
五
を
詠
ん
で
も
、

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
五

七
五
に
な
り
、
普
通
の
感

覚
で
す
が
、
大
人
か
ら
す

る
と
素
晴
ら
し
い
五
七
五

に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。年

齢
に
よ
り
、
男
女
に

よ
り
、
人
生
経
験
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
感
動
や

感
想
が
う
か
ん
で
き
て
、

地
域
を
越
え
て
響
き
合
う

も
の
な
の
で
す
ね
！

（
東
海
新
報
記
事
か

ら
）12

月
14
日
（
土
）
の
世

迷
言
は
北
朝
鮮
の
金
一
族

の
独
裁
政
治
の
非
情
な
出

来
事
を
悲
劇
と
し
て
、
あ

る
い
は
草
の
根
の
人
々
か

ら
搾
取
に
搾
取
を
重
ね
て

き
た
独
裁
政
治
の
最
後
の

幕
開
け
か
、
ど
ち
ら
で
あ

る
の
か
情
勢
が
よ
み
に
く

い
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

第
４
面
の
広
域
ト
ピ
ッ

ク
ス
一
地
域
紙
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
は
「
盛
岡
の
夜
は

Ｓ
Ｌ
銀
河
号
　
１
月
13
日

ま
で
点
灯
　
１
２
３
周
年

の
駅
前
彩
る
盛
岡
タ
イ
ム

ス
」、
そ
し
て
三
陸
新
報

の
「
港
包
む
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
　
気
仙
沼
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
宮
沢
賢

治
の
世
界
へ
の
郷
愁
が
現

代
で
は
巨
大
な
人
工
の
光

の
世
界
と
な
っ
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。

第
３
面
の
梅
下
村
塾

（
１
２
７
）に
は
宮
沢
賢
治

の
風
の
又
三
郎
と
カ
ナ
ダ

の
ル
ー
シ
ー
モ
ン
ゴ
メ
リ

の
赤
毛
の
ア
ン
の
物
語
に

自
然
文
化
を
超
え
て
人
間

の
魂
に
響
い
て
来
る
も
の

が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
歴
史
が
教
え
て
い
る

よ
う
に
、
権
力
の
亡
者
は

滅
亡
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
21
世
紀
は
自
然
と
人

間
の
世
界
に
響
き
合
う
魂

の
創
造
を
目
指
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
気
仙
か
ら
の
歴

史
と
魂
の
創
造
へ
の
挑
戦

に
期
待
し
た
い
。
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